
　アーカイラスの技術「ステルスナノビーコン」に基づく学術発表が応用物理学会の注目
講演に選ばれ、応用物理学会フォトニクス分科会のEditor’s Picksとして「フォトニクス
ニュース」誌に掲載されました。高くご評価いただいた学術団体は、日本化学会、日本分
析化学会、エレクトロニクス実装学会に続き理学から工学まで幅広い分野の四団体となり
ました。
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ローバル経済の発展とともに偽物の流通が横行する事態
となり，企業や官公庁では新しい偽造防止技術の研究開
発に注目をしている．本研究では，新しい偽造防止技術

として肉眼では見えないが独自の信号を発するステルスナノビー
コン（SB）の創製とその認証システムの研究開発に成功した．SBは，
液中での金ナノ粒子の自己凝集過程において，適切なフラクタル
次元を有する異方性凝集集団となり，この凝集構造に分子を内包
させることで，その分子特有の表面増強ラマン散乱（SERS）を発
現させることで得られる．内包する分子を変えることで，SBを多
色インクのように用い，微小印鑑で商品に印字すると見えないバー
コードのようにエンコードできる．本研究では，これらのデータ
をクラウドでデータ照合する二段階デコードによって，紐付けた
商品情報を抽出する仕組みを構築し，真偽判定を行うことに成功した．将来，このSERSナノ情報素子は人が生きるフィ
ジカル世界と高度に発達したデジタル世界をつなげ，粗悪品や偽造品の悪意から人々の生活を守る社会のインフラに
なることが期待される．
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